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9月14日～17日にアメリカのテネシー州で開催されたアメリカ年次獣医歯科フォーラム
で、当院の院長がインターベリーαについての発表を行ってきました。
英語での発表に苦戦しながらも、無事発表を終え、更にはたくさんのご質問もいただき、
好評が得られました。
不在の間はご迷惑をおかけしましたが、このフォーラムで得た知見を患者の皆様にも還
元していきたいと思っていますので、よろしくお願いします。

海外学会発表

11月17日～19日に大阪で開催された第38回動物臨床医学会年次大会で、
当院の小川先生と鐘ヶ江先生が症例検討の発表を行ってきました。
小川：歯科X線検査における二等分面法の新しい入射角度決定法
鐘ヶ江：抜歯窩辺縁の粘膜を利用したダブルフラップ変法による口腔鼻腔瘻の閉創
さらに小川先生の発表は内容が認められ、歯科分科会優秀発表賞を受賞致しました！！
小川先生は３年連続で受賞しており、今後も精力的に学会発表に取り組んでいく予定で
すので、応援していただけると大変うれしいです。

学会発表

小川先生と山木先生が投稿した論文が受理され、雑誌に掲載されました。
小川：歯周病に関連した口腔鼻腔瘻の犬56例の回顧的検討(日本獣医師会雑誌第70巻5号)
山木：犬の歯肉炎に対するイヌインターフェロンα製剤投与後の長期経過観察(日本獣医
師会雑誌第70巻9号)
ご協力していただいた皆様にはとても感謝しております。
これからも全国の獣医師に有意義な情報を提供して参りたいと思います。

論文投稿


